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解答例　

　　と，，との交点を，，とし，と，との交点を，また

　　　の中点をとする。から

　　　　　：：



：：，　：：




：



：

　　　　　：：



：



：

　　　これらから　



，




，





　　　がと共有点をもつのはが線分上にあるときだから










　　　がと共有点をもつのはが線分上にあるときだから




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

　　





 


 


から
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
 






 



　　　よって　



  




感想　この問題は，図形の性質とくに平行線と比などを用いるのが簡明だと思います。

　　本質のところは中学の入試問題でもよく現れる構図です。


